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古代の都が栄えた奈良盆地の東に広がる大和高原は、縄文時代草創

期・早期にさかのぼる遺跡が分布する、縄文時代の黎明期に縄文人

が活躍した舞台だ。そこに残された住居跡や土器、石器などから、

定住狩猟民としての道を歩みはじめた縄文人の姿を明らかにする。 

 

 

 


